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　多摩キャンパスの中央大学硬式野球場が熱気に包

まれた。観客、プロ野球スカウト、メディア。テレ

ビカメラは放列をしいた。３月 12 日・日曜日。中

大―早稲田実業高の練習試合が行われていた。

　選抜高校野球（甲子園）に出場する早実には、話

題のホームランバッターで主将の清宮幸太郎選手が

いる。中大が試合相手となるのは宮井勝成元監督が、

世界のホームランキングとなる王貞治選手を指導し

た早実監督だったからだ。

　迎える中大は１～３年生によるＢチームだ。あす

のレギュラーを目指して、存在を大いにアピールし

たい。新１年生が先発メンバーに４人、試合出場は

10 人を超えた。

　その中で那
な

賀
か

一
いっきゅう

球遊撃手（商１）が異彩を放った。

打席で選球眼がいい。２ストライクと追い込まれて

も焦らず、ボールを見極め、四球で出塁。守備では

投手―捕手へ、走者をけん制でアウトにしようとサ

インを送る。１球ごとに考えて動く。名前通りのプ

レーを展開した。

　命名者は元野球選手の父親という。「１球を大切

にする」との思いが込められている。弟は「球道」君、

妹が「たまの」さん。３人きょうだいは「球」を共

有する。

　大分県立臼杵高の卒業式（３月１日）で総代に選

ばれた。中大には一般入試で入学、野球部入部は遅

いながらも、注目される早実戦の先発メンバーを勝

ち取った。目標達成へ着実に進む、努力の人だ。

　球は「地球」にもつながる。那賀選手にはスケー

ルの大きな選手になってもらいたい。４月４日に開

幕する東都大学春季リーグ戦での活躍が楽しみだ。

ファンの熱視線を浴びる日も近いだろう。　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　（編集長　久保田茂信）
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